
 

≪県立伊奈学園中学校の活性化・特色化方針≫ 

課程 中高一貫教育前期課程 
R５.5.1 

生徒数 
(男) ７４名 (女)１６６名 計 ２４０名 

アクセス 

埼玉新都市交通ニューシャトル・羽貫駅から徒歩１０分 

ＪＲ高崎線上尾駅から朝日バス又はけんちゃんバスで３０分 

ＪＲ高崎線桶川駅からけんちゃんバスで２５分 

ＪＲ宇都宮線蓮田駅から朝日バスで２０分 

＜教育課程等＞ 

・週３１時間のカリキュラムを組み、国語・数学・英語授業を強化 

・数学＆英語は少人数授業を展開 

・朝のスキルアップタイム（１０分） 

 ①検定試験（英検・漢検・数検）の学習を実施 

 ②新聞記事を通して、時事問題への関心、批判的思考力、表現力等を養う 

・３年の総合的な学習の時間は教科を融合した授業内容 

  「国際」社会と英語／「表現」国語と英語／「科学」数学と理科 

・東京大学大学院と連携し「主体的、対話的で深い学び」の授業実践 

  教科を越えた授業研究／学習法講座／定期考査振り返り講座等 

・企業等と連携した質の高い授業や先端的な活動に触れる機会を総合的な学習の時間で実施 

・教科横断的な学びを通して「実社会」の様々な場面で活用できる汎用的な能力を育成 

  例）丸紅、博報堂、国際協力 NGO、上智大学、JICA による講演会等 

・生徒自身が自ら考え、発表する授業・学校行事の実施 

＜本校が求める生徒＞ 

高い志を持ち、自らを高める努力をおしまない生徒 

＜学校行事＞ 

・中高一貫教育を活かし、学園祭や体育祭などは高校生と一緒に開催 

・約２週間のオーストラリア語学研修を実施（３０名） 

・宿泊も含めた多彩な体験学習を実施 

・クラスの団結を深めるミニコンサートの実施 

＜部活動＞ 

・運動部では陸上部、女子バドミントン部、硬式テニス部が盛ん 

・文化部では吹奏楽部が盛ん 

・それぞれの分野で多様な活動を行う「体力向上部」、「文化教養部」を設置 

＜家庭・地域との連携＞ 

・企業と連携し、総合的な学習の時間で「社会との繋がりを意識した授業」を実施 

 Ｒ０２年度：ＬＵＹＬ（１年）／博報堂（２年）／ＪＡＸＡ（３年） 

 Ｒ０３年度：ＬＵＹＬ（１年）／博報堂（２年）／国際協力機構（３年） 

 Ｒ０４年度：ＬＵＹＬ、丸紅（１年）／持続可能な社会創りに取り組むさまざまな企業、大学、NPO 

 など（２年）／博報堂（３年） 

・近隣住民を対象とした授業公開を実施 

＜進路＞ 

伊奈学園総合高等学校へ進学 

 

 



育成方針（埼玉県立伊奈学園中学校 ～生徒の成長物語～） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「基礎・基本」の定着と「確かな学力」の向上◆ 

 毎朝１０分間のスキルアップタイム(新聞記事を活用した批判的思

考力育成、数検、漢検、英検の取得に向けた学習)を実施していま

す。また、東京大学大学院との連携による学習法講座や定期考査前の

学び合いタイム等の取組を通し、確かな学力の向上に学校をあげて取

り組んでいます。 

◆国際性を育てる語学教育と国際交流◆ 

 夏休みには、オーストラリアで、中学３年生３０名がホームステイ

をしながら語学研修に参加します。また、普段の授業でも毎週ＡＬＴ

とのティーム・ティーチングが設定されており、充実した語学教育や

国際理解教育の推進も本校の特徴のひとつです。 

◆豊かな「体験」「教育環境」に支えられたさまざまな活動◆ 

 本校では、独自の多くの体験的活動を取り入れた教育活動を展開し

ています。また、併設型中高一貫校としてのメリットを生かし、合同

の学校行事や教員相互乗り入れ授業を実施しています。 

◆国公立大学◆ 

東京(２)、東北(1)、御茶ノ水(2) 

お茶の水女子(1)、東京農工(1) 

東京学芸(1)、筑波(1)、 

東京外語(1) 

埼玉(1０)、千葉(１) ほか 

◆私立大◆ 

早稲田大(5)、慶応大（２）、 

上智大(6)、国際基督教(1)、 

明治(1２)、青山(５)、立教大(14) 

法政(1３)、中央(９) 

東京理科(7) ほか 


